
公民連携・課題解決推進事業

課題を抱える京都市と，技術・ノウハウを持った民間企業等をマッチングし，様々な行政課題その他の社会課題（以下「行政課題等」とい
います。）を一緒に解決しませんか？ 市の担当部局，民間企業等とともにプロジェクトチーム「公民連携ラボ」を結成，
課題共有や調査，実証実験を含むプロセスをサポートし，課題解決に取り組みます。



About us
KYOTO CITY OPEN LABO とは？

「KYOTO CITY OPEN LABO」と
は，本市が行政課題等を提示し，課題
に対する民間企業等からの提案を受け
付け，公民連携により課題解決に取り
組む仕組みです。

困難さが増す周辺環境
人口減少や地球温暖化，新型コロナウイルス感染
症の拡大，激甚化する災害等，本市を取り巻く環境
は厳しくなっています。とりわけ，新型コロナウイ
ルス感染症の拡大は本市の経済活動にも大きな影響
を与え，本市財政は危機的な状態にあります。この
ような厳しい中にあっても，京都の未来のために，
行政課題等を解決していく必要があります。

進化する技術と 
新たなステージでの公民連携
一方で民間企業において，社会課題の解決を事業
に組み込む，または事業そのものとする動きが活発
に行われ，ICT をはじめAI，ロボット，ビッグデー
タ分野における急速な進歩など，企業活動や科学技
術の進化には目を見張るものがあります。これまで
も民間企業との連携は進めてきたところですが，民
間企業の新たな活動，進化する技術を踏まえて複雑
かつ困難な行政課題等を解決するためにも新たなス
テージでの民間企業との連携が必要と考えます。
「KYOTO	CITY	OPEN	LABO」は，市役所の各
部署から行政課題等を提示し，民間企業等から課題
の解決に資する技術やノウハウ，アイデアなどを募
集したうえで，課題提示部署と民間企業等が一緒に
なって，実証実験や具体的実践等により課題解決に
取り組みます。
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※行政課題： 市役所の各所管部署が社会課題として認識しているもののうち，政策上のもの又は行政運営上のもので，市役所が単独で取り組むにはノウハウの不足や費
用の増大が懸念されるもの。

※社会課題： 地域が抱える諸課題で，市役所の各所管部署が現時点で手当てするに至っていないような課題。



Process
公民連携ラボの流れ

行政課題等を見える化して公開するこ
とで，民間企業等とのマッチングを図
ります。民間のリソースを公民連携の
実践につなげ，課題解決を促します。

庁内から募集した行政課題等をWEBサイト「公民連携・課題解決推進事業KYOTO	CITY	OPEN　LABO」
に公開し，課題解決に取り組む民間企業等とのマッチングを図ります。
マッチング後プロジェクトチーム（「公民連携ラボ」）を立ち上げ，実証実験や具体的実践を通じて，課題解決
に取り組みます。

担当部署

ラボの結果を踏まえ
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募集要項

応募対象課題等

1  応募対象課題

専用WEBサイトに掲載する，市の行政課題等
※時期により掲載される行政課題等は変わります。

2  応募資格

企業，大学，NPO，個人事業主で，次の要件を満たす者。
	- 実証実験の遂行が可能であること
	- 暴力団員もしくは暴力団員の統制下にある団体ではな
いこと

3  実施の可否を判断する観点

ご提案いただいた内容は，次の観点により総合的に実施
の可否を判断します。

課題解決
	- 提案者のノウハウ等の活用が市の行政課題等の解
決に資するか

実施による効果
	- 市民サービスの効率的な実施又は質の向上に資す
るか
	- 行政事務の効率的な実施又は質の向上に資するか

実施形態
	- 提案者及び市双方にメリットのある形で事業を実
施できるか

応募方法

1  提出書類

1.	企業等概要書（様式１）
2.	企画提案書（様式２）
3.	その他必要な資料（様式等任意）

2  提出方法

1 の提出書類を作成のうえ，京都市総合企画局総合政策
室 SDGs・市民協働推進担当までメールで提出してくだ
さい。
【E-mail】	open-labo@city.kyoto.lg.jp
【件名】	 「公民連携ラボ _提案（〇〇〇〇〇〇〇〇※）」
	 ※には提案対象の市の行政課題等の名称を記載

3   提出期限

専用WEBサイトにおいて，各行政課題等が示す提出期
限までに提出してください。

応募の詳細，提出書類の様式は，
WEBサイトからダウンロード
いただけます。
https://open-labo.city.kyoto.lg.jp/
apply/

京都市	総合企画局	総合政策室
SDGs・市民協働推進担当

〒604-8571
京都市中京区寺町通御池上る上本能寺前町488
TEL：075-222-3178
E-mail：open-labo@city.kyoto.lg.jp
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